
プロジェクトテーマ

7⽉
コウゾの栽培
芽かき実習

    

広島県⼤⽵市で400年受け継がれてきた伝統の技でつくられる

⼤⽵⼿すき和紙を取り上げ「⼤⽵⼿すき和紙の伝統技術継承と

活⽤」をテーマとした教育研究活動。

８⽉
    コウゾの釜煮

       ⼩型和紙⼿漉き実習
  

「和紙と私の⽇常」

1⽉
⼩型和紙漉き試作
（百合の種等漉き込み）

上記のテーマをもとに、実際に和紙作りを原料づくりから経験

することで和紙の製造⽅法や和紙作りの発展や歴史について学

ぶとともに、保存会の⽅々や地域の⽅との交流を通じて和紙の

良さを実感し、今後の和紙の活⽤法について探究していった。

最終的にはプロジェクトに取り組んだ学⽣が和紙の活⽤⽅法を

考案し制作した作品や和紙の素材感を⽣かした作品を制作し、

成果作品展にて発表した。

⼤⽵⼿すき和紙プロジェクト

9⽉
⼿描き鯉のぼり制作現場
の調査

12⽉
コウゾの刈り取り実習
コウゾの釜蒸
コウゾの⽪はぎ実習

活動の流れ

11⽉
⼤型和紙漉き実習
乾燥（ヒーター・板⼲し）

学部３年⽣： 川⼝�春，髙尾�彩乃
       ⼭⽥�野の華，湯浅�和花

これまでの活動の成果の発��び⼤⽵和�を�める⽬的に、作品�を��し開�
した。⾃�で制作した和�等を⽤いて作品を制作し、作品�にて発�した。

メンバー:

2024年度 広島広域都市圏地域貢献⼈材育成⽀援事業 担当教員:

博⼠前期；  張陳
博⼠後期：  張敏，任⾦来

⻘⽊�伸介

２⽉

成果展 の開催

6⽉
座学講義
コウゾの苗の植え付け

プロジェクトの取り組み

地域展開型芸術プロジェクト


